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平
成
22
年
度
予
算
が
決
ま
る

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
で
、
一
般
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
及
び
７
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市税
43億6,230万円

（26.0％）

地方譲与税
1億5,870万円（0.9％）

地方消費税交付金
3億800万円（1.8％）

地方交付税
41億8,479万6千円

（24.9％）

分担金及び負担金 1億5,869万7千円（0.9％）

使用料及び手数料
3億9,055万円（2.3％）

議会費 1億4,775万1千円（0.9％）

総務費
15億3,402万2千円（9.1％）

民生費
60億169万1千円

（35.8％）

衛生費 16億9,719万6千円（10.1％）

労働費	1億9,561万3千円（1.2％）

農林水産業費 5億6,280万6千円（3.4％）

商工費
1億9,603万9千円

（1.2％）

土木費
15億6,890万8千円

（9.4％）

消防費
6億411万9千円（3.6％）

教育費
17億3,630万7千円

（10.3％）

災害復旧費
3億7,349万8千円（2.2％）

公債費
21億934万2千円

（12.6％）

その他 5万円（0.3％）

国庫支出金
29億4,200万4千円

（17.5％）

県支出金 
11億5,215万5千円（6.9％）

市債
23億8,208万円

（14.2％）

その他（財産収入・繰入金・繰越金など）

7億3,801万円（4.4％）

歳　入
167億7,729万2千円

歳　出
167億7,729万2千円
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特 別 会 計 名 22 年 度 予 算 額 21 年 度 予 算 額
国 民 健 康 保 険 34億5,508万8千円 34億7,493万8千円

老　人　保　健 512万7千円 1,645万1千円

後期高齢者医療 3億7,696万9千円 4億2,054万1千円

住宅新築資金等 820万3千円 4,149万円

簡 易 水 道 事 業 1億1,131万1千円 1億2,446万5千円

公共下水道事業 5億9,327万3千円 6億4,777万3千円

吉 川 財 産 区 175万3千円 157万4千円

　

水 道 事 業 会 計 22 年 度 予 算 額 21 年 度 予 算 額
水 道 事 業 費 4億7,212万2千円 4億7,600万2千円

　　
平
成
22
年
度
の
各
会
計
予
算
は
予
算

審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長　
吉
﨑
順

一
）
を
19
名
の
議
員
で
設
置
し
、
さ
ら

に
所
管
別
に
分
科
会
を
設
け
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■ 

宮
若
市
一
般
会
計

■ 

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
老
人
保
健
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
吉
川
財
産
区
特
別
会
計

■ 

宮
若
市
水
道
事
業
会
計

審
査
の
方
法
・
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

（
平
成
22
年
度
施
政
方
針
よ
り
）

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
市
税
は
前
年
度
並
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方
交
付
税
の
増
加
や
子
ど
も

手
当
等
の
国
・
県
補
助
金
の
増
加
、
合
併
特
例
債
等
の
特
定
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
国
の
経
済
対
策
と
間
断
な
い
行
財
政
改
革
の
推
進
、
更
に
は
公
債
費
の

大
幅
減
少
の
結
果
、
本
年
度
は
、
当
初
予
算
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
繰
入

措
置
を
行
わ
ず
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

提
案
理
由

平成22年度予算の主な事業内容

事業名 金　額

図書館を核とする生涯学習拠点施
設建設費

4億6,156万4千円
（総額約12億3千万円）

若宮コミュニティセンター建設費
1億7,208万5千円

（総額約6億6千万円）

火葬場建設費
4億7,701万2千円

（総額約5億7千万円）

西鞍の丘総合運動公園管理運営費 6,752万1千円

毛勝総合公園整備事業費 2億3,051万2千円

災害復旧事業費
（農林水産業施設・公共土木施設）

3億7,349万8千円
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議案番号 議　　案　　名 議決内容

同意第 4 号 宮若市副市長の選任について 原案同意

同意第 5 号 宮若市監査委員の選任について 原案同意

同意第 6 号 宮若市公平委員会委員の選任について 原案同意

同意第 7 号 宮若市公平委員会委員の選任について 原案同意

同意第 8 号 宮若市公平委員会委員の選任について 原案同意

議案第 27 号 民事調停の申立てについて 原案可決

議案第 28 号 宮若市自治基本条例の制定について 継続審査

議案第 29 号 宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 30 号 宮若市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 31 号 宮若市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定ついて 原案可決

議案第 32 号 宮若市総合運動公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 33 号 市道路線の変更について（壱町田・大谷線） 原案可決

議案第 34 号 平成 22 年度宮若市一般会計予算 原案可決

議案第 35 号 平成 22 年度宮若市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第 36 号 平成 22 年度宮若市老人保健特別会計予算 原案可決

議案第 37 号 平成 22 年度宮若市後期高齢者特別会計予算 原案可決

議案第 38 号 平成 22 年度宮若市住宅新築資金等特別会計予算 原案可決

議案第 39 号 平成 22 年度宮若市簡易水道事業特別会計予算 原案可決

議案第 40 号 平成 22 年度宮若市公共下水道事業特別会計予算 原案可決

議案第 41 号 平成 22 年度宮若市吉川財産区特別会計予算 原案可決

議案第 42 号 平成 22 年度宮若市水道事業会計予算 原案可決

議員提出議案第 2 号 宮若市学校整備調査特別委員会の設置に関する決議 原案可決

議員提出議案第 3 号 子ども手当の廃止を求める意見書 否　　決

議員提出議案第 4 号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書 原案可決

議員提出議案第 5 号 永住外国人地方参政権付与に関する意見書 原案可決

議員提出議案第 6 号 宮若市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決

番　　号 請 願 及 び 陳 情 議決内容

22 年請願第 1 号 永住外国人地方参政権付与に関する意見書提出に関する請願書 採　　択

22 年陳情第 2 号 子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳情書 審議未了

22 年陳情第 3 号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳
情書 採　　択

22 年陳情第 4 号 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出
に関する陳情書 採　　択

22 年陳情第 5 号 人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出に関する陳情書 継続審査

「請願」・「陳情」とは 
市政に関する事柄について、直接市議会へ要望する方法として、「請願」と「陳情」があります。提出された請願は議会で
審査され、採択か不採択かが決められます。
採択された請願は市長に請願書を送付したり、関係機関に意見書や要望書を提出したりして、解決を図るよう求めます。請
願には議員の紹介が必要となります。

審 議 結 果 報 告
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６
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
人
事
に

関
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
副
市
長
に
つ
い

て
向む
か
井い

敏と
し
博ひ
ろ
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
及
び
公
平
委
員
会
委
員

の
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◎
監
査
委
員
会
委
員

　
荒あ
ら　
牧ま
き　
公こ
う　
一い
ち 

さ
ん
（
畑
）

◎
公
平
委
員
会
委
員

　
高た
か　
倉く
ら　
演の
ぶ　
世よ 

さ
ん
（
福
丸
）

　
毛も
う　
利り　
輝て
る　
海み 

さ
ん
（
宮
永
）

　
山や

ま　
本も
と　
岩い
わ　
視み 

さ
ん
（
四
郎
丸
）

副
市
長
、
監
査
委
員
、

公
平
委
員
会
委
員
決
ま
る

宮
若
市
自
治
基
本
条
例
制
定
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長
　
中
　
島
　
健
　
三

　
今
回
の
定
例
会
で
上
程
さ
れ
、
こ
の
条
例

の
審
査
の
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
資
料
提
出
や
先
進
地
の
視
察
・
研
究
を
今

後
行
い
、
逐
条
ご
と
の
審
査
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
全
員
賛
成
で
継
続
審
査
と
決

し
ま
し
た
。

委
員
長　
中　
島　
健　
三

副
委
員
長　
神　
谷　
喜
久
雄

委　
　
員　
大　
島　
和　
武

吉　
野　
英　
史

藤　
嶋　
　
　
厚

安　
河　
英　
幸

松　
尾　
幸　
主

浜　
崎　
稔　
哉

和　
田　
善　
久

弓
削
田　
　
　
敬

島　
本　
昌　
典

安　
永　
友　
則

中　
尾　
ハ
ギ
子

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

宮
若
市
学
校
整
備
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
中
　
尾
　
ハ
ギ
子

　
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
宮
若
市
発
展
の

た
め
に
は
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
は
定
住

促
進
の
大
き
な
鍵
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
、
住

民
の
関
心
も
高
い
事
案
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宮
若
市
で
今
後
進

め
ら
れ
る
学
校
整
備
が
、
宮
若
市
の
ま
ち
づ

く
り
と
子
ど
も
た
ち
や
市
民
に
と
っ
て
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
今
後
調
査
研
究
を
す

る
た
め
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
長　
中　
尾　
ハ
ギ
子

副
委
員
長　
浜　
崎　
稔　
哉

委　
　
員　
塩　
川　
恭　
子

和　
田　
善　
久

遠　
藤　
嘉　
昭

川　
口　
　
　
誠

弓
削
田　
　
　
敬

大　
島　
和　
武

藤　
嶋　
　
　
厚

茅　
野　
　
　
勝

自治基本条例とは

住民自治に基づく自治体運営の基本原則を定めた条例で、「自治体の憲法」ともいわれている。
自治体の運営に関して、基本的なあり方について規定し、かつ、その自治体の自治体法の体系の頂点
に位置付けられる条例。

※ 自分たちのまちのことを自分たちで考え、決めていくための最も基本的なルール。
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委
員
長
　
中
　
島
　
健
　
三

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
宮
若
市
税
賦
課

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容

c

個
人
住
民
税
に
お
け
る
扶
養
控
除
関
係

◎
扶
養
控
除
の
見
直
し

◎
諸
控
除
の
見
直
し
に
伴
う
所
要
の
措
置

◎
65
歳
未
満
の
者
の
公
的
年
金
に
係
る
所

得
割
の
徴
収
方
法

◎
生
命
保
険
料
控
除
の
改
組
な
ど

※
改
組
…
組
織
を
改
め
る
こ
と
。
改
編
。

c

た
ば
こ
税
の
税
率
引
上
げ
関
係

　
◎
た
ば
こ
の
価
格
の
引
き
上
げ
な
ど

総
務
委
員
会

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

c

地
方
税
に
お
け
る
税
負
担
軽
減
措
置
等
の

整
理
・
合
理
化

◎
納
税
者
の
立
場
に
立
っ
た
、
公
平
で
分

か
り
や
す
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
観
点

か
ら
、
整
理
・
合
理
化
を
行
う

◎
地
方
税
に
お
け
る
税
負
担
軽
減
措
置
等

の
透
明
化
な
ど

 

全
員
賛
成
で
可
決

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容

c

基
礎
課
税
額
を
47
万
円
か
ら
50
万
円
に
引

き
上
げ

c

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度
額
を

12
万
円
か
ら
13
万
円
に
引
き
上
げ

c

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
を
行
う
た
め
給
与
所
得
に
つ
い

て
１
０
０
分
の
30
と
み
な
す
。（
対
象
者

の
確
認
は
雇
用
保
険
で
行
う
）

c

災
害
の
減
免
規
定
の
整
備
な
ど

※
非
自
発
的
失
業
者
…
解
雇
・
会
社
倒
産
・

雇
い
止
め
な
ど
で
離
職
し
た
人
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

委
員
会
報
告

税抜き価格分 110.84 円

税抜き価格分 136.08 円

消費税 14.28 円

消費税 19.04 円

たばこ特別税 16.40 円

たばこ特別税 16.40 円

たばこ税
71.04 円

たばこ税
106.04 円

都道府県分 21.48 円

都道府県分 30.08 円

市町村分
65.96 円

市町村分
92.36 円

国のたばこ税
87.44 円

国のたばこ税
122.44 円

地方のたばこ税
87.44 円

地方のたばこ税
122.44 円

たばこ税
174.88 円

【現行】
（例）小売価格　300円

【改正案】
（例）小売価格　400円

たばこ税
244.88 円

＋25.24 円

＋4.76 円
0円＋－

＋4.76 円

＋35.00 円

＋8.60 円

＋26.40 円

＋35.00 円

0円＋－

たばこ 1箱あたりの税負担額（案）

1本あたり3.5 円の税率引上げ
（価格上昇は 5円程度）
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委
員
長
　
塩
　
川
　
恭
　
子

　
本
件
は
、
西
鞍
の
丘
総
合
運
動
公
園
に
あ

る
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
芝
生
化
に
伴
い
、

「
宮
若
市
総
合
運
動
公
園
条
例
」
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
条
例
名
を
「
宮
若

市
西
鞍
の
丘
総
合
運
動
公
園
条
例
」
と
し
た

こ
と
及
び
「
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
「
芝

生
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
名
称
変
更
す
る
と
と
も

に
使
用
料
の
料
金
体
系
が
見
直
さ
れ
る
も
の

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

教
育
民
生
委
員
会

宮
若
市
総
合
運
動
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
法
案
の
成
立
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
で
す
。
「
恣
意

的
な
運
用
の
問
題
は
あ
る
が
、
ま
だ
上
程
さ

れ
て
い
な
い
法
案
に
対
し
て
、
反
対
の
意
見

書
提
出
を
論
議
す
る
こ
と
は
、
時
期
尚
早
で

あ
る
」
と
し
て
、
全
会
一
致
で
「
継
続
す
べ

き
も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
島
　
本
　
昌
　
典

　
市
営
住
宅
入
居
者
で
、
長
期
に
わ
た
り
家

賃
を
滞
納
し
、
再
三
の
督
促
、
分
割
納
付
指

導
に
応
じ
な
い
者
に
対
し
、
民
事
調
停
に
よ

る
納
付
指
導
を
行
う
た
め
、
調
停
の
申
立
て

を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
は
９
名
が
申
立
て

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

人
権
侵
害
救
済
法
の
成
立
に
反
対
す
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

産
業
建
設
委
員
会

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

　
老
朽
化
に
よ
る
空
家
住
宅
の
用
途
廃
止
に

伴
い
、
管
理
戸
数
の
変
更
（
新
笠
松
団
地
の

う
ち
公
営
住
宅
を
６
戸
か
ら
３
戸
に
変
更
）

を
行
な
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）
宮
若
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
整
備
事
業
に
伴
い
、
市
道
壱
町
田
・
大

谷
線
の
終
点
及
び
延
長
の
路
線
変
更
を
行
う

も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

福岡方面

北九州方面

仮称  宮若スマートＩＣ 完成予想図

養生中の芝生フィールド
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６
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書

永
住
外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
に
関
す
る
意
見
書

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

　日本の夫婦同姓制度は、絆の深い一体感ある夫婦関係、家族関係を築くことのできる進
化した制度です。
　日本では、この夫婦同姓は、日常極めて普通のことであり、一般人にとって何も疑問を
覚えるようなことは無く、何の不都合も感じ得ない家族制度です。
　婚姻に際し氏を変える者で職業上不都合が生じる場合は、通称名で旧姓を使用すること
が一般化しています。また、婚姻に際し氏を変更した場合は、関係者知人に告知すること
で何ら問題も生じません。一方、氏を変えることにより、自己喪失感を覚えるというよう
な意見がありますが、それよりも結婚に際し同じ姓となり、これから新たな家庭を築くと
いう喜びを持つ夫婦のほうが、圧倒的多数であり、極めて一般的な普通の感覚です。
　現在の日本の社会において、選択的夫婦別姓制度を導入しなければならない合理的理由
は何一つありません。
　「選択的だから、別姓にしたい人はしたらよい、そのような少数者の意思を尊重するた
めに、選択的夫婦別姓制度を導入してもいいのではないか」という意見もありますが、こ
の制度を導入すること自体が、一般大衆が持つ氏や婚姻に関する習慣、社会制度を危うく
することになりかねないのです。
　家庭には機能の一つとして、次代を担う子供たちを立派に育て上げるというものがあり
ます。夫婦別姓とは、親子別姓を意味するものです。一体感を持つ強い絆のある家庭に、
健全な心を持つ子供が育つものです。家族がバラバラの姓であることは、家族の一体感を
失わせてしまう作用があります。
　すなわち、子供の心の健全な成長のことを考えた時、夫婦・家族が一体感を持つ同一の
姓であることがいいということは言うまでもないことです。
　前述のように、夫婦同姓の結婚制度は、より進化した結婚制度です。
　国におかれましては、子供たちの健全な育成を願い、子孫によい社会を残すため、かか
る民法改正をなされないよう強く要望します。

　外国人参政権付与をめぐって、ここ数年、国会で論議が続けられております。法案の成
立は、防がれているものの、地方自治体では、外国人に限定的な形で参政権を与える動き
が、徐々に広がりつつあることはご承知のとおりであります。
　しかし、現行憲法には、参政権は「国民固有の権利」と明記されており、その１５条に
おいては、「公務員を選定し、及びこれを罷免することは、国民固有の権利である」と謳
われ、９３条には、「地方公共団体の長、その議会の議員及び法律の定めるその他の吏員
は、その地方公共団体の住民が、直接これを選挙する」とあります。ここに言う「住民」
は、「国民」であることを前提にしていることは、言うまでもありません。このことは、
最高裁判決（平成７年２月２８日）でも、「憲法１５条１項の規定は、権利の性質上日本国
民のみをその対象とし、右規定による権利の保障は、我が国に在留する外国人には及ばな
い」としております。
　これに対し、地方参政権を与えるだけならいいのではないかという意見が存在すること
も事実であります。ある国に何年住んでいるとか、税金を納めているとか、保険料を納め
ているということ等がその根拠となっているようであります。しかし、それと参政権を持
つ資格というのは、全く異なる次元であり、外国人参政権は日本国憲法に違反するという
最高裁判決をないがしろにするものと言わざるを得ません。日本に長く住んでいる外国人
の意思を政治に反映することは意義のあることではありますが、最高裁判決にあるよう
に、それは、参政権以外の範囲に留まるべきものであります。
　以上、永住外国人地方参政権には、さまざまな問題点があり、時間をかけた充分な国民
的議論が必要であります。
　つきましては、永住外国人地方参政権付与に関しては、個人の尊厳を尊重しつつも、慎
重に議論していただきますよう要望します。

永住外国人地方参政権付与に関する意見書

選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書

Miyawaka City No.18 • 8



福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

高
齢
者
医
療
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
の
負

担
の
軽
減
と
し
て
、
平
成
２２
年
度
の
所
得
の

少
な
い
人
等
に
係
る
保
険
料
を
減
額
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
、
所
得
割
率
が
「
１
０

０
分
の
９
・
２
４
」
か
ら
「
１
０
０
分
の

９
・
８
７
」
に
、
均
等
割
額
が
「
５
０
，
９

３
５
円
」
か
ら
「
５
２
，
２
１
３
円
」
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
に
係
る
保
険
料
の
軽
減

は
、
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
さ
れ
る
人
の
う

ち
、
経
過
措
置
と
し
て
８
・
５
割
軽
減
さ
れ

る
人
に
つ
い
て
は
、
２２
年
度
も
引
き
続
き
軽

減
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
に
係
る
均
等
割
額
９
割

軽
減
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。

宮
若
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）の
策
定
に
つ
い
て

　

本
計
画
の
概
要
は
、「
す
べ
て
の
子
ど
も

の
笑
顔
の
た
め
に　

み
ん
な
で
支
え
る
子
育

て
の
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、「
総
論
」
・

「
各
論
」
・
「
目
標
事
業
量
」
・
「
推
進
体

制
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
２６
年
度

ま
で
で
す
。

　

今
後
は
、
行
政
、
関
係
機
関
、
事
業
所
、

地
域
、
家
庭
が
相
互
に
連
携
し
、
子
育
て
支

援
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

民
事
調
停
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
２１
年
９
月
議
会
に
お
い
て
議
決
を
得

た
市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
者
８
名
に
対
す
る

民
事
調
停
に
つ
い
て
は
、
直
方
簡
易
裁
判
所

に
申
し
立
て
を
行
っ
た
結
果
、
４
名
が
完
納

さ
れ
ま
し
た
の
で
調
停
を
取
り
下
げ
、
残
る

４
名
に
つ
い
て
は
調
停
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
２１
年
１２
月
議
会
に
お
い
て
議

決
を
得
た
民
事
調
停
対
象
者
１３
名
に
つ
い
て

は
、
申
し
立
て
前
に
２
名
が
完
納
さ
れ
、
残

る
１１
名
を
直
方
簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て
を

行
っ
た
結
果
、
６
名
が
完
納
さ
れ
ま
し
た
の

で
調
停
を
取
り
下
げ
、
残
る
５
名
に
つ
い
て

は
調
停
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
停
成
立
後
、
再
三
の
要
請
に
も

応
じ
ら
れ
な
い
３
名
に
つ
い
て
、
住
宅
明
渡

し
の
強
制
執
行
が
完
了
し
ま
し
た
。

市議会を傍聴してみませんか
皆さんの傍聴を
お待ちしています９月１日●９月１日●

次の定例会は

　　からの予定です。
本会議・各常任委員会等の日程につきましては、日程
が決まり次第、宮若市のホームページ、宮若市役所本
庁及び若宮総合支所玄関前に掲示します。

水

◆
市
長
報
告
１

◆
市
長
報
告
２

◆
市
長
報
告
３

市
長
報
告
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問　
有
吉
市
政
の
目
玉
政

策
・
定
住
化
促
進
の
条
例

と
効
果
は
。

答　
市
長

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
定
住
促
進
条
例
を
施
行

し
、
定
住
奨
励
金
交
付
初

年
度
・
平
成
21
年
度
の
実

績
と
し
て
、
申
請
件
数
43

件
で
２
４
７
万
５
千
円
を

交
付
し
、
１
５
６
名
の
定

住
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
内
、
市
外
か
ら

は
、
18
件
55
名
の
方
が
転

入
し
、
定
住
さ
れ
て
い
ま

す
。

問　
今
後
４
年
間
の
定
住

人
口
の
目
標
は
。

答　
市
長

　
第
一
次
宮
若
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
第
５
章
に

お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
と
し
て
、
定
住
人
口

の
増
加
を
目
指
し
た
総
合

的
な
施
策
の
展
開
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
の
目
標
人
口
を

３
２
，
０
０
０
人
と
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
日
本
全
体
が
人
口

減
少
し
て
お
り
、
目
標
人

口
の
達
成
が
難
し
く
な
る

状
況
も
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。

問　
目
標
達
成
の
た
め
の

施
策
は
あ
る
か
。

答　
市
長

　
宮
若
市
で
は
下
水
道
や

道
路
網
な
ど
の
社
会
基
盤

の
整
備
、
子
育
て
環
境
や

教
育
環
境
の
充
実
、
定
住

奨
励
金
の
制
定
な
ど
定
住

人
口
の
増
加
を
目
指
す
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
定

住
促
進
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
引
き
続
き
社
会
基
盤

の
整
備
や
子
育
て
、
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
、
企

業
誘
致
を
促
進
し
新
た
な

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
定
住
奨
励
金
の

一
層
の
周
知
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
遊
休

市
有
地
に
つ
い
て
民
間
活

力
に
よ
り
分
譲
用
地
と
し

て
提
供
す
る
な
ど
、
定
住

促
進
に
向
け
た
新
た
な
施

策
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　
災
害
弱
者
の
把
握
と

避
難
誘
導
は
。

答　
市
長

　
平
成
21
年
３
月
に
宮
若

市
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
計
画
を
策
定
し
、
昨

年
度
は
自
治
会
を
通
じ
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
協

力
で
災
害
時
要
援
護
者
台

帳
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
、
消
防
本
部
、

警
察
署
、
自
治
会
、
消
防

団
の
避
難
支
援
者
と
情
報

を
共
有
し
、
支
援
体
制
の

確
立
を
図
り
ま
す
。

問　
学
校
、
地
域
、
家
庭

に
対
す
る
防
災
教
育
は

答　
市
長

　
毎
年
、
市
民
に
は
広
報

紙
、
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
に
お
い
て
防
火
教
室
・

防
災
訓
練
等
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
小
中
学
校
で

は
、
消
防
本
部
の
協
力
で

各
種
災
害
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
21
年
２
月
に
は

婦
人
会
の
方
を
対
象
に
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
誘

導
を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
発
災
時
に

お
け
る
初
期
活
動
の
か
な

め
と
な
る
「
自
主
防
災
組

織
」
の
構
築
を
図
り
、
モ

デ
ル
自
治
会
を
選
定
し
、

地
震
等
を
想
定
し
た
避
難

誘
導
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問　
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

は答　
市
長

　
浸
水
想
定
区
域
、
土
砂

災
害
想
定
区
域
、
避
難
所

等
を
記
載
し
た
防
災
マ
ッ

プ
を
平
成
19
年
度
に
作
成

し
、
各
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
県
が
進
め
て

い
ま
す
土
砂
法
に
基
づ
く

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
を
受
け
、
そ
の
情
報

を
掲
載
し
た
防
災
マ
ッ
プ

を
新
た
に
作
成
し
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
と
併
せ
、

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

一般質問市 政 を 問 う

本
市
の
定
住
人
口
に
つ
い
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

弓削田　敬

吉野　英史

防災マップ
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問　
河
川
と
山
林
の
整
備

に
つ
い
て

答　
市
長

　
昨
年
の
集
中
豪
雨
災
害

で
堤
防
や
河
川
法
面
崩
壊

等
の
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
、
今
年
度
も
復
旧
事
業

を
継
続
し
て
進
め
て
い

き
、
河
川
災
害
の
未
然
防

止
対
策
と
し
て
関
係
機
関

と
連
携
し
、
河
川
の
伐
採

や
し
ゅ
ん
せ
つ
等
に
よ
る

河
川
整
備
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
山
林
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
豪
雨
災

害
で
市
内
の
山
間
地
で
山

腹
崩
壊
等
に
よ
る
土
砂
流

出
が
発
生
し
ま
し
た
。
森

林
の
も
つ
保
水
力
は
長
年

放
置
さ
れ
、
荒
廃
し
た
森

林
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の

機
能
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。

造
林
保
育
事
業
や
、
荒
廃

森
林
再
生
事
業
を
実
施
し

な
が
ら
山
腹
崩
壊
等
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
毛
勝
総
合
公
園
野
球

場
に
つ
い
て

答　
教
育
長

　
合
併
に
伴
い
西
鞍
の
丘

総
合
運
動
公
園
を
有
す
る

こ
と
や
、
新
た
に
隣
接
地

を
緑
化
目
的
に
取
得
し
た

こ
と
に
よ
り
、
計
画
の
見

直
し
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
平
成
20
年
度
に
「
毛

勝
地
区
多
目
的
広
場
整
備

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
本
年
度
よ
り
公
認
規
格

を
有
し
た
野
球
場
の
整
備

に
着
手
し
、
平
成
23
年
度

完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

答　
市
長

　
商
店
の
活
性
化
は
基
本

的
に
は
商
業
者
の
自
助
努

力
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
も
い
ろ
ん

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
施
策
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
商
工
会
議
所
や
商
工
会

等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
商
業
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

問　
保
育
料
・
給
食
費
の

滞
納
者
に
対
す
る
回
収
を

こ
の
中
か
ら
行
う
考
え
は

あ
る
の
か

答　
市
長

　
保
育
料
・
給
食
費
の
滞

納
状
況
は
、
平
成
21
年
度

末
現
在
で
保
育
料
約
２
，

６
１
１
万
円
、
給
食
費
約

１
４
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
子
ど
も
手
当
か

ら
直
接
、
保
育
料
・
給
食

費
の
滞
納
分
を
徴
収
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

　
滞
納
が
あ
る
保
護
者
に

つ
い
て
は
、
こ
の
現
況
届

に
来
ら
れ
た
時
に
滞
納
分

の
納
入
を
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
も
、

子
ど
も
手
当
支
給
の
主
旨

等
を
説
明
し
、
給
食
費
の

納
入
を
お
願
い
し
て
い
き

ま
す
。

問　
こ
の
手
当
に
関
る
税

の
負
担
と
そ
の
状
況
は

答　
市
長

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
に

伴
い
ま
し
て
、
対
象
と
な

る
中
学
校
修
了
ま
で
の
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
で
平
成
23
年
分
よ
り

38
万
円
、
住
民
税
で
平
成

24
年
度
よ
り
33
万
円
の
扶

養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
扶
養
控
除
の
廃
止

に
よ
り
、
所
得
税
で
は
標

準
的
な
税
率
５
％
で
試
算

し
ま
す
と
１
万
９
千
円
、

住
民
税
で
は
税
率
10
％
で

試
算
し
ま
す
と
３
万
３
千

円
、
合
計
で
５
万
２
千
円

の
増
税
と
な
り
ま
す
。

問　
文
具
・
消
耗
品
に
つ

い
て

答　
市
長

　
各
市
役
所
内
の
所
管
で

使
用
い
た
し
ま
す
文
具
・

消
耗
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所

管
の
必
要
に
応
じ
ま
し
て

随
時
発
注
購
入
し
て
お

り
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
審
査
資
料
に
提
示
い
た

し
ま
し
た
「
文
具
・
消
耗

器
材
費
の
発
注
状
況
（
平

成
21
年
度
）」
の
と
お
り

で
す
。
総
額
は
約
９
，

０
４
０
万
円
で
、
そ
の
う

ち
市
内
業
者
分
は
２
，

１
６
４
万
円
で
そ
の
割
合

は
約
24
％
で
す
。

一般質問 市 政 を 問 う

防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

安河　英幸

中尾ハギ子

日吉地区の災害箇所

子ども手当申請窓口
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問　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
マ

リ
ー
ホ
ー
ル
、
ま
た
建
設

中
の
若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
等
で

興
行
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　
教
育
長

　
現
在
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
は
市
主
催
に
よ
る
人
権

講
演
会
、
成
人
式
、
文
化

連
盟
に
よ
る
芸
術
祭
を
は

じ
め
、
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
の
定
期
公
演
、
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
若
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
芸
能

文
化
関
係
の
団
体
の
発
表

会
や
展
示
が
な
さ
れ
、
主

に
市
民
活
動
の
場
と
し
て

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
リ
ー
ホ
ー
ル

は
可
動
式
の
客
席
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
講
演
会
や
総

会
等
の
利
活
用
だ
け
で
な

く
、
健
康
体
操
、
さ
つ
き

の
展
示
会
等
の
フ
ロ
ア
ー

と
し
て
の
活
用
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
建
設
中
の
若
宮
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
等
の
発
表
の

場
、
ま
た
講
演
会
、
イ
ベ

ン
ト
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
、

多
目
的
に
利
用
で
き
る
施

設
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
パ

レ
ッ
ト
を
市
民
に
開
放
で

き
る
施
設
に
し
、
土
日
の

有
効
利
用
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答　
市
長

　
保
健
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ

ト
は
、
地
域
保
健
法
に
基

づ
い
て
、
健
康
相
談
、
保

健
指
導
及
び
健
康
診
査
、

そ
の
他
地
域
保
健
に
関
す

る
必
要
な
事
業
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
設
で

す
。

　
現
在
、
検
診
の
一
部
を

土
日
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
多
目
的
集
会
所
等
、

一
部
を
条
例
に
基
づ
い
て

開
放
し
て
い
ま
す
が
、
土

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は

休
館
日
と
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
土
日
等
の
休

日
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

特
に
利
用
の
希
望
が
あ
れ

ば
、
申
請
に
基
づ
い
て
許

可
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
相
談
や
健
康

づ
く
り
の
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
専
門
職
員

が
、健
康
に
関
す
る
相
談
、

助
言
等
を
行
う
保
健
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
条
例
に
基

づ
く
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
廃
棄
物
処
理
と
リ
サ

イ
ク
ル
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

答　
市
長

　
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団
体

へ
の
奨
励
金
交
付
事
業
や

資
源
物
拠
点
回
収
事
業
な

ど
に
加
え
て
、
新
た
に
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
に
対
す
る
補
助
金
交

付
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

問　
治
山
・
治
水
・
砂
防

対
策
事
業
に
つ
い
て

答　
市
長

　

｢
森
林
環
境
税｣

を
原

資
と
し
た
荒
廃
森
林
再
生

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
県
事
業
の

治
山
事
業
・
砂
防
事
業
を

は
じ
め
、
本
市
が
取
り
組

み
ま
す
急
傾
斜
地
崩
壊
防

止
対
策
事
業
等
を
推
進
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
農
業
観
光
振
興
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

答　
市
長

　
平
成
26
年
度
中
の
開
館

を
目
途
に
、
地
域
振
興
の

核
と
な
る
、
情
報
発
信
機

能
を
持
っ
た
多
機
能
型
休

憩
施
設
を
、
農
業
観
光
振

興
セ
ン
タ
ー
「
道
の
駅
」

と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

問　
国
・
県
の
緊
急
保
証

制
度
と
本
市
の
中
小
企
業

振
興
資
金
融
資
制
度
に
つ

い
て

答　
市
長

　
国
・
県
の
施
策
と
し
て

制
度
化
さ
れ
た
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
に
お
い
て

も
活
用
し
な
が
ら
、
中
小

企
業
者
へ
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　
本
市
の
中
小
企
業
振
興

資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
毎
年
利
用
さ
れ
る
方

は
少
な
い
も
の
の
、
本
市

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
存
続
さ
せ
て
行
き
ま

す
。

問　
商
業
の
振
興
に
つ
い

て答　
市
長

　
県
の
制
度
で
あ
る
「
地

域
活
性
化
等
推
進
事
業
」

を
活
用
し
て
、
商
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
議
所
及

び
商
工
会
が
発
行
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

本
年
度
も
補
助
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
他
に
道
路
交
通
網
の
整

備
に
つ
い
て
、
高
齢
者
福

祉
に
つ
い
て
、
国
民
健
康

保
険
事
業
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

一般質問市 政 を 問 う

文
化
・
交
流
施
設
の
多
目
的
使
用
を
平
成
22
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

松尾　幸主

和田　善久

保健センターパレット

Miyawaka City No.18 • 12



問　
職
員
の
配
置
に
つ
い

て
、
今
年
４
月
の
異
動
に

よ
り
市
政
に
支
障
が
な
い

か
。

答　
市
長

　

人
事
異
動
に
つ
い
て

は
、
組
織
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
宮
若
市
総

合
計
画
並
び
に
各
課
の
事

務
事
業
等
に
対
応
す
べ

く
、
限
ら
れ
た
人
材
で
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
に
機

能
す
る
よ
う
職
員
の
配
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
の
異
動
に
よ

る
職
員
配
置
に
つ
き
ま
し

て
も
、
市
政
に
支
障
が
き

た
し
て
い
る
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

問　
適
正
な
人
数
は
。

答　
総
務
課
長

　
職
員
、
一
般
職
を
含
め

ま
し
て
、
一
般
職
自
体
は

全
部
で
２
９
５
名
、
こ
れ

に
特
別
職
、
そ
れ
か
ら
再

任
用
等
々
含
め
、
職
員
の

人
件
費
は
３
０
５
名
分
の

計
上
を
し
て
い
ま
す
。

　
臨
時
雇
用
等
の
契
約
職

員
は
、
１
４
０
名
程
度
い

ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
減

ら
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、

増
や
す
こ
と
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
十
分
組
織
と

し
て
機
能
で
き
る
よ
う

に
、
常
々
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
団
塊
の
世
代
が
退
職

を
し
、
新
規
採
用
を
抑
制

す
る
と
、
管
理
職
ば
か
り

増
え
て
一
般
の
職
員
が

減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。

　
人
件
費
の
抑
制
と
い
う

こ
と
が
目
的
で
あ
れ
ば
、

管
理
職
の
数
を
減
ら
す
、

ポ
ス
ト
を
減
ら
し
て
、
一

般
の
人
、
現
場
の
人
達
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
が
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
観
点

か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
答　
総
務
企
画
部
長

　
平
成
18
年
合
併
の
と
き

に
、
部
体
制
で
や
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
と

お
り
管
理
職
あ
た
り
が

ち
ょ
っ
と
多
い
訳
で
す
。

組
織
に
つ
い
て
は
、
ス
リ

ム
な
組
織
化
、
な
お
か
つ

効
率
的
な
組
織
運
営
を
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問 市 政 を 問 う

職
員
の
配
置
に
つ
い
て

浜崎　稔哉

問　
両
地
の
電
線
路
に
関

す
る
地
役
権
設
定
の
補
償

金
額
は
い
く
ら
か
。

答　
市
長

　

両
地
の
電
線
路
に
関

す
る
地
役
権
設
定
の
補

償
金
額
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
平
成
９
年
12

月
24
日
に
、
九
州
電
力

株
式
会
社
の
地
役
権
設

定
契
約
が
締
結
さ
れ
て

お
り
、
１
６
１
３
番
地

１
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
２
３
万
９
，
３
５
０
円

で
す
。
ま
た
１
６
０
９

番
地
２
に
つ
い
て
は
、

５
０
０
万
５
，
８
５
０
円

で
す
。

問　
今
日
ま
で
に
本
城
地

区
に
支
払
わ
れ
た
補
償
金

ま
た
迷
惑
料
等
に
支
払
わ

れ
た
総
額
と
そ
の
支
払
い

根
拠
は

答　
市
長

　
今
日
ま
で
に
本
城
地
区

に
支
払
わ
れ
た
補
償
金
ま

た
迷
惑
料
に
支
払
わ
れ
た

総
額
と
そ
の
支
払
い
根
拠

に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄

物
処
分
場
及
び
塵
芥
処
理

施
設
関
係
で
、
宮
田
町
及

び
宮
若
市
よ
り
、
借
地
料

及
び
補
償
費
と
し
て
支
払

い
ま
し
た
累
計
合
計
金
額

は
、
１
，
０
０
８
万
８
，

３
５
５
円
と
な
っ
て
お

り
、塵
芥
施
設
組
合
よ
り
、

施
設
建
設
費
に
伴
う
協
力

費
等
と
し
て
支
払
わ
れ
た

金
額
は
７
，
２
０
０
万

円
で
、
累
計
合
計
金
額

は
、
８
，
２
０
８
万
８
，

３
５
５
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問　
公
営
住
宅
の
管
理
運

営
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か

答　
市
長

　

本
市
に
は
平
成
21
年

度
末
現
在
で
公
営
住
宅

５
２
６
戸
、
改
良
住
宅

８
３
７
戸
、
合
計
21
団
地

１
，
３
６
３
戸
の
市
営
住

宅
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　
鍋
田
団
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
５
年
度
よ
り

造
成
に
着
手
し
、
10
年
度

測
量・住
宅
設
計
を
行
い
、

平
成
11
年
度
か
ら
８
年
間

で
46
戸
の
住
宅
、
集
会
所

の
建
設
を
行
っ
て
お
り
平

成
18
年
に
は
、
地
元
自
治

会
が
組
織
さ
れ
運
営
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
自
治
会

へ
の
未
加
入
な
ど
若
干
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
自

治
会
と
十
分
協
議
を
行
い

な
が
ら
今
後
も
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
城
新
立
の
土
地
に
つ
い
て
再
度
尋
ね
る

茅野　勝

市役所窓口
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問　
農
産
物
、
特
産
品
の

販
売
促
進
の
進
め
方
は
。

答　
市
長

　
本
市
の
農
産
物
、
特
産

品
に
は
、
特
別
栽
培
米
の

「
わ
ざ
あ
り
米
」
や
全
国

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
「
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
」、

無
農
薬
米
を
使
っ
た
米
焼

酎
「
若
造
」・芋
焼
酎
「
宮

姫
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
特

産
品
で
は
、
今
や
本
市
を

代
表
し
脚
光
を
浴
び
て
い

る
「
追
い
出
し
猫
」
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
販
売
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
市
場
及
び

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
商
品
に
適
し
た
売
り

方
を
研
究
し
な
が
ら
販
売

促
進
に
努
め
ま
す
。

問　
観
光
地
の
案
内
状
況
は
。

答　
市
長

　

観
光
地
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
弱
い
本
市
は
、

昨
年
度
に
策
定
し
た
観
光

推
進
基
本
計
画
で
は
、
積

極
的
か
つ
戦
略
的
な
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
プ
若
宮

や
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
等

の
来
訪
者
が
多
い
施
設
で

の
情
報
発
信
を
行
い
、
魅

力
的
か
つ
使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
宮
若
市
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
と
観
光
情

報
の
発
信
機
能
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

問　
行
財
政
改
革
や
総
合

計
画
の
進
捗
は

合
併
特
例
債
等
の
償
還
財

源
の
見
通
し
は
。 

答　
市
長

　
本
市
で
は
、
平
成
27
年

ま
で
の
10
年
間
で
、
99
億

３
千
万
円
を
上
限
と
し
て
、

借
り
入
れ
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
第
１
次
総

合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
事

業
の
財
源
と
し
て
こ
の
合

併
特
例
債
を
重
点
的
か
つ

効
果
的
に
活
用
し
、
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
末
現
在
の

起
債
総
額
は
、
26
億
９
，

７
０
０
万
円
で
、
全
体
の

約
27
％
と
な
っ
て
お
り
、

本
年
度
予
算
で
は
、
図
書

館
を
核
と
す
る
生
涯
学
習

拠
点
施
設
、
火
葬
場
、
市

道
整
備
な
ど
の
実
施
に
伴

い
、
13
億
６
，
６
９
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
合
併
特
例
債
の

償
還
財
源
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
一
般
財
源
を

も
っ
て
行
い
ま
す
が
、
元

利
償
還
金
の
70
％
が
地
方

交
付
税
の
措
置
に
よ
り
確

保
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
毛
勝
総
合
公

園
・
学
校
再
編
・
道
の
駅

等
の
整
備
や
生
活
密
着
型

の
道
路
整
備
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
借
り
入
れ

の
期
限
も
勘
案
し
な
が
ら

有
効
に
活
用
し
ま
す
。

問　
市
は
市
民
の
奉
仕
者

で
あ
り
、
生
命
財
産
を
守

る
と
い
う
責
務
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
地
方
公
務
員
法
第
30
条

に
、「
す
べ
て
職
員
は
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公

共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務

し
、
か
つ
、
職
務
の
遂
行

に
当
っ
て
は
、
全
力
を
挙

げ
て
こ
れ
に
専
念
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
服
務
の
根
本
基
準

を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
し
、
常
日
頃
か
ら
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
職
務
に
ま
い
進
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
全
体
の

利
益
を
増
進
さ
せ
る
べ

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目

線
に
立
っ
た
安
定
的
で
恒

常
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛

け
る
こ
と
を
念
頭
に
お

き
、
業
務
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
公
共
工
事
の
談
合
問

題
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
平
成
19
年
度
か
ら
入
札

制
度
の
改
革
と
し
て
、
入

札
参
加
者
が
分
か
り
談
合

の
温
床
と
な
る
現
場
説
明

会
を
廃
止
し
た
郵
便
入
札

制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、

談
合
の
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成
18

年
度
と
19
年
度
に
そ
れ
ぞ

れ
本
市
が
発
注
し
た
建
設

工
事
２
件
に
お
い
て
談
合

事
件
が
摘
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
２
件
の
入

札
に
参
加
し
た
全
業
者
に

対
し
、
指
名
停
止
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
再
発

防
止
の
た
め
の
措
置
と
し

て
、
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
の
導
入
を
は
じ
め
と

し
て
、
指
名
停
止
措
置
期

間
の
厳
格
化
、
工
事
請
負

契
約
書
に
違
約
金
条
項
の

追
加
、
入
札
書
に
不
正
行

為
を
行
わ
な
い
旨
の
誓
約

事
項
の
追
加
等
の
入
札
・

契
約
制
度
改
革
を
行
い
、

本
年
度
も
工
事
完
成
保
証

人
に
代
わ
る
新
た
な
履
行

保
証
制
度
の
導
入
や
総
合

評
価
方
式
に
よ
る
入
札
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
入
札
・
契
約

制
度
に
関
す
る
調
査
・
研

究
を
行
い
、
必
要
な
改
正

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問市 政 を 問 う

今
後
の
農
業
観
光
の
構
想
は

公
務
員
の
倫
理
と
責
務
に
つ
い
て

神谷喜久雄

大島　和武
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問　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

　
子
宮
頸
が
ん
は
20
代
か

ら
30
代
の
女
性
が
か
か
る

が
ん
の
第
一
位
で
す
。
子

宮
頸
が
ん
は
唯
一
予
防
で

き
る
が
ん
で
あ
る
こ
と
の

認
識
は
。

答　
市
長

　
定
期
的
な
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
受
診
と
、
昨
年
10

月
に
日
本
国
内
で
認
可
さ

れ
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
を
適
正
と
さ
れ
る
年

齢
の
女
性
が
接
種
す
れ

ば
、
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
の
内
、
16
型
・
18

型
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
か

ら
、
長
期
に
渡
り
予
防
で

き
ま
す
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
可
能

な
近
隣
の
医
療
機
関
の
把

握
は
。

答　
市
長

　
市
内
、
２
ヵ
所
、
相
生

会
宮
田
病
院
・
安
倍
病
院

で
接
種
可
能
と
聞
い
て
い

ま
す
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

何
歳
位
が
最
も
有
効
か
。

答　
市
長

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
性

交
に
よ
り
感
染
す
る
た

め
、
10
代
前
半
に
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
れ
ば
、
７
割

以
上
が
有
効
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

問　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
は
。

答　
市
長

　
こ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
半
年
間
で
３
回

の
接
種
が
必
要
で
あ
り
、

費
用
は
、
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
４
万

円
か
ら
６
万
円
程
度
と
聞

い
て
い
ま
す
。

問　
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
つ
い
て

　
昨
年
実
施
さ
れ
た
無
料

ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
子
宮
頸

が
ん
検
診
の
結
果
と
受
診

率
を
上
げ
る
施
策
は
。

答　
市
長

　
女
性
特
有
の
が
ん
対
策

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
の
経
済
危
機
対
策
の
柱

と
し
て
、
女
性
の
が
ん
検

診
の
受
診
率
が
低
い
こ
と

か
ら
、
特
定
の
年
齢
の
女

性
に
対
し
、
検
診
費
用
の

全
額
を
、
国
庫
補
助
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
本
事
業
が

昨
年
の
６
月
を
基
準
日
と

し
て
実
施
さ
れ
た
た
め
実

施
検
診
機
関
と
の
調
整
及

び
検
診
手
帳
の
検
討
な
ど

の
準
備
に
期
間
を
要
し
、

充
分
な
受
診
期
間
が
確
保

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

に
よ
る
検
診
の
実
績
は
、

該
当
者
８
５
１
人
に
対

し
、
２
０
２
人
で
、
受
診

率
23
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
、
国
の
補
助
が

2
分
の
一
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
市
と
し
て
は
、
受

診
行
動
を
促
す
た
め
に

も
、
引
き
続
き
本
事
業
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
更

に
、
総
合
検
診
の
見
直
し

や
、
検
診
手
帳
の
配
布
、

医
療
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
更
な
る
受

診
率
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

一般質問 市 政 を 問 う

女
性
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

塩川　恭子

　
宮
若
市
議
会
前
議
長
の
遠
藤
嘉
昭
議
員
と
前
副
議
長
の
塩
川
恭
子
議
員
が
５

月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
４
年
以
上
市
議
会
の
正
副
議
長
の
職
を
務
め
た
者
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
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●
議
員
は
「
善
良
な
」
市
民
の
立
場
に
立
っ

て
行
政
の
あ
り
方
や
や
り
方
を
正
す（
糺
す
）

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
質
問

や
意
見
が
少
な
い
の
は
問
題
だ
と
思
う
。

70
代
以
上
　男
性

●
議
場
内
で
職
員
の
名
前
を
書
い
て
頂
い
た

ら
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
職
員
と
議
員
の
名

前
が
わ
か
ら
な
い
。

60
代
　女
性

●
５
分
前
に
ほ
と
ん
ど
議
員
の
方
が
着
席
し

て
い
た
。
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。
議
員

は
私
達
の
代
弁
者
だ
か
ら
、
市
民
の
声
が
届

く
よ
う
、
議
員
と
の
話
し
合
い
等
を
心
が
け

た
い
。

70
代
以
上
　女
性

●
新
議
員
の
初
仕
事
、
温
故
知
新
、
新
風
を

吹
き
こ
ん
で
欲
し
い
。
住
民
の
意
見
を
十
分

に
吸
収
し
市
政
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。
議

席
の
更
な
る
削
減
を
住
民
よ
り
要
求
さ
れ
ぬ

よ
う
価
値
あ
る
仕
事
を
遂
行
し
て
く
だ
さ
い
。

70
代
以
上
　男
性

ち
ょ
っ
と
一
言

まちのわだい
まちのわだい

委
員
長
　
　
中
　
尾
　
ハ
ギ
子

副
委
員
長
　
　
松
　
尾
　
幸
　
主

委
　
　
員
　
　
川
　
口
　
　
　
誠

委
　
　
員
　
　
吉
　
野
　
英
　
史

委
　
　
員
　
　
塩
　
川
　
恭
　
子

委
　
　
員
　
　
浜
　
崎
　
稔
　
哉

委
　
　
員
　
　
茅
　
野
　
　
　
勝

　
ま
だ
ま
だ
経
済
も
良
く
な
ら
な
い

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
雨
の
中
、
紫

陽
花
の
か
れ
ん
な
姿
に
心
な
ご
み
ま

す
。

　
私
た
ち
議
員
は
市
民
の
皆
様
の
目

線
に
立
っ
た
市
政
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
広
報
委

員
会
は
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
正
確
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
市

民
・
議
会
・
行
政
は
お
互
い
出
来
る

事
は
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
が
よ
り
よ
い
宮
若
市
を
作
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　
広
報
委
員
一
同
、
一
生
懸
命
紙
面

作
り
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
尾
　
ハ
ギ
子

編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

18号
2010
平
成
22年
８
月
１
日

●
発
行
／
宮
若
市
議
会
　
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

●
〒
823-0011 福

岡
県
宮
若
市
宮
田
29-1

●
TEL 0949-32-1135／

FA
X 0949-32-9430
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